
今後のデジタル政策における留意点

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
お
け
る
留
意
点

　

約
35
年
間
、
私
は
経
済
産
業
省
、
内
閣
府
、
内
閣
官
房
等
に
お
い
て
情
報
産
業
、
製
造
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
等
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
わ
っ
て
き
た
。
今
は
一
個
人
と
し
て
政
府
、
大
学
、
企
業
等
を
応
援
す
る
立
場
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
政
策
に
関
し
て
G
L
O
C
O
M
へ
の
期
待
も
含
め
私
見
を
述
べ
る
。

（
1
）
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

　

私
が
入
省
し
た
1
9
9
0
年
頃
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
各
課
に
1
～
2
台
し
か
な
く
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
え
る
職
員
も
少
な
か
っ

た
。
携
帯
電
話
は
肩
掛
け
式
や
車
載
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
技
術
は
進
化
し
、
1
9
9
4
年
頃
に
は
私
も
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
携
帯

電
話
を
入
れ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
職
員
と
い
つ
で
も
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
課
内
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
昼

夜
の
居
場
所
を
書
く
「
行
先
登
録
」
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
が
、
携
帯
電
話
の
普
及
と
と
も
に
消
滅
し
た
。
当
時
は
誰
で
も

容
易
に
出
入
り
で
き
た
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
な
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
寄
与
し
た
デ
ジ
タ

ル
技
術
が
同
時
に
個
人
情
報
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
の
に
は
、
技
術
の
二
面
性
や
「
光
と
影
」
を
感
じ
る
。

　

1
9
9
0
年
代
後
半
に
は
職
場
で
電
子
メ
ー
ル
や
ブ
ラ
ウ
ザ
が
使
わ
れ
始
め
、
パ
ソ
コ
ン
は
1
人
1
台
と
な
っ
た
。
当
時
、

職
場
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を
披
露
し
た
ら
、「
紙
芝
居
？
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
も
す
ぐ
に
当
た
り
前
と
な
っ
た
。

1
9
9
0
年
代
末
に
は
自
宅
も
高
速
回
線
に
つ
な
が
り
、
携
帯
電
話
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
と
進
化
し
て
い
く
。
個
人
情
報
保
護
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
課
題
と
な
っ
た
。
当
時
私
は
、
個
人
情
報
保
護
法
案

の
検
討
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
創
設
、
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
等
の
電
子
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
を
担
当
し
た
。

　

2
0
0
0
年
代
に
入
る
と
S
N
S
が
広
が
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
双
方
向
で
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
2.0
時
代
に
突
入
し
た
。
便
利
さ

と
は
裏
腹
に
、
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
詐
欺
等
へ
の
悪
用
も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、W

i-Fi

が
普
及
し
、
多
く
の
場
所

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
無
線
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
も
可
搬
型
に
変
わ
っ
た
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
よ
っ
て
高
精
彩
な
映
像
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

2
0
1
0
年
代
も
ク
ラ
ウ
ド
や
I
o
T
な
ど
進
化
は
続
き
、
2
0
2
0
年
の
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
テ
レ

ワ
ー
ク
も
定
着
し
た
。
私
は
2
0
1
2
年
頃
か
ら
何
度
か
A
I
政
策
を
担
当
し
た
が
、
2
0
2
2
年
頃
か
ら
生
成
A
I
の
性

能
が
劇
的
に
向
上
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
力
は
大
き
く
な
り
、
遣
い
方
を
間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

り
か
ね
ず
、
倫
理
観
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
半
導
体
、
ク
ラ
ウ
ド
、
A
I
等
の
技
術
力
の
地
域
的
な
偏
在
の
影
響
に
も
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
と
政
策
の
変
遷
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（
2
）
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
変
遷

　

技
術
の
変
化
と
と
も
に
新
た
な
企
業
が
次
々
に
誕
生
し
た
。
各
社
が
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
設
計
／
生
産
等
）、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
（
O
S
／
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
／
ア
プ
リ
等
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
サ
ー
ビ
ス
等
を
フ
ル
セ
ッ
ト
で
抱
え
る
の
で
は
な
く
、
一

つ
の
レ
イ
ヤ
ー
に
特
化
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
し
た
。
近
年
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
別
の
レ
イ
ヤ
ー
に
進
出
す

る
「
垂
直
統
合
」
へ
の
回
帰
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
企
業
の
「
変
革
」「
ス
ピ
ー
ド
」「
ス
ケ
ー
ル
」
が
目
覚
ま
し
く
、
政
府
の
出
番
は
な
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
政
府
の
役
割
は
小
さ
く
な
い
と
見
て
い
る
。
た
と
え
ば
米
国
で
は
、
国
立
研
究
機
関

や
大
学
が
高
性
能
計
算
機
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
研
究
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
政
府
調
達

や
人
材
育
成
も
通
じ
て
世
界
標
準
の
構
築
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
等
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
も
半
導
体
・

デ
バ
イ
ス
等
の
研
究
や
事
業
化
を
支
援
し
て
き
た
。
量
産
・
低
価
格
化
に
よ
っ
て
他
国
に
逆
転
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

「
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
失
敗
す
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
半
導
体
材
料
、
製
造
・
検
査
装
置
、
セ
ン
サ
な
ど
、

技
術
や
シ
ェ
ア
を
日
本
が
維
持
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
各
国
政
府
は
2
0
0
0
年
頃
か
ら
行
政
、
金
融
、
保
健

医
療
、
教
育
等
の
電
子
化
を
進
め
た
。
政
府
の
計
画
や
規
制
緩
和
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
し
た
。
ち
な
み
に
（
幻
に

終
わ
っ
た
が
）、
私
は
規
制
緩
和
（
電
子
化
し
て
も
よ
い
）
よ
り
も
規
制
強
化
（
電
子
化
義
務
）
の
ほ
う
が
紙
と
電
子
媒
体

の
併
存
コ
ス
ト
等
を
削
減
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
ク
ル
マ
の
安
全
運
行
装
置
も
、
搭
載
義
務
化
の
ほ
う
が
確
実
に
市
場
を

創
出
で
き
、
価
格
低
下
も
進
む
と
考
え
て
い
た
。

　

一
方
、
デ
ー
タ
の
扱
い
や
公
正
競
争
等
の
ル
ー
ル
形
成
は
政
府
の
役
割
だ
が
、
実
は
企
業
・
大
学
等
が
貢
献
し
て
い
る
。

技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
は
企
業
の
ほ
う
が
詳
し
く
、
米
国
で
は
企
業
が
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
を
形
成
し
、
リ
ス
ク
対
策
に
自

主
的
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
複
数
の
企
業
が
競
争
し
、
か
つ
、
政
府
も
含
め
利
用
者
が
製
品
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き

る
場
合
は
、
法
規
制
が
な
く
て
も
規
律
は
保
た
れ
得
る
。
ま
た
、
E
U
は
個
人
情
報
保
護
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
A
I

等
に
関
し
て
規
制
法
を
導
入
し
た
が
、
民
間
の
第
三
者
認
証
制
度
の
活
用
や
官
民
に
よ
る
指
針
の
策
定
等
の
例
も
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
も
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
検
討
に
産
学
の
有
識
者
が
参
加
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
政
策
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
関
し
て
も
ル
ー
ル
形
成
に
関
し
て
も
政
府
と
大
学
・

企
業
等
の
間
に
協
力
関
係
が
見
ら
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
対
立
す
る
場
面
も
あ
る
）。

　

デ
ジ
タ
ル
に
国
境
は
な
く
、
ル
ー
ル
の
国
際
整
合
性
が
期
待
さ
れ
る
が
、
ル
ー
ル
形
成
に
は
各
国
の
思
想
等
が
反
映
さ
れ
、

自
主
的
取
組
み
を
基
本
と
す
る
米
国
、
法
的
規
範
を
指
向
す
る
E
U
、
国
に
よ
る
管
理
の
色
彩
が
強
い
中
国
、
法
令
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
日
本
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
生
成
A
I
等
に
関
す
る
国
際
規
範
を
扱
う
「
広
島

A
I
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
規
範
の
遵
守
方
法
を
各
国
に
委
ね
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
国
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
国
際
標
準
の
議
論
で
は
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
と
賛
同
国
が
減
っ
て
「
国
際
」
標
準
に
な
ら
ず
、
逆
に
、
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
と
自
由
度
が
増
え
て
「
標
準
」
に
な
ら
な
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
日
本
に
は
良
質
な
市
場
が
あ
り
、
か
つ
、
広
島
A
I
プ
ロ
セ
ス
の
よ
う
に
日
本
が
ル
ー
ル
形
成
を
進
め
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
国
の
政
府
や
企
業
は
日
本
の
政
策
を
私
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
注
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
高
性
能
メ

モ
リ
や
最
先
端
の
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
等
に
関
し
て
は
、
世
界
の
寡
占
状
態
を
回
避
す
る
た
め
、
日
本
企
業
の
「
復
活
」
を
他

国
も
期
待
し
て
い
る
。
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こ
の
分
野
で
は
次
々
と
新
し
い
こ
と
が
起
き
る
の
で
、
未
来
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
が
、
未
来
の
予
測
は
難
し
い
。
し

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
、
S
N
S
、
A
I
等
の
普
及
は
、
そ
の
早
さ
は
予
想
外
だ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
は

普
及
す
る
と
い
う
方
向
性
は
多
く
の
人
が
想
像
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
生
活
の
向
上
、
経
済
の
発
展
、
環
境
・
健
康
や
安

全
保
障
等
の
地
球
規
模
の
課
題
の
解
決
等
に
向
け
て
、
ま
ず
は
方
向
性
を
想
像
し
、
そ
し
て
、
現
状
か
ら
そ
こ
に
達
す
る
ま

で
の
大
ま
か
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
と
よ
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
シ
ナ
リ
オ
は
、
好
転
か
暗
転
か
、
競
争
か
協
力
か
、
集
中

か
分
散
か
、
大
企
業
か
新
興
企
業
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
か
な
ど
複
数
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
得
る
が
、
そ

の
中
で
日
本
が
持
つ
べ
き
重
要
な
産
業
や
技
術
や
人
材
を
見
極
め
、
政
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
考
慮
す
べ
き

と
思
う
点
を
以
下
に
記
す
。

（
1
）
予
測
困
難
な
事
象
へ
の
対
応

　

予
測
困
難
な
事
象
を
対
象
と
す
る
政
策
は
、
ベ
ス
ト
よ
り
も
ベ
タ
ー
を
目
指
す
姿
勢
が
有
効
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

2
0
2
0
年
に
コ
ロ
ナ
対
策
に
従
事
し
た
際
、
完
璧
な
解
を
探
し
て
時
間
を
消
費
す
る
よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
を
迅
速
に
行

い
、
良
い
策
が
見
つ
か
っ
た
ら
修
正
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
実
感
し
た
。
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
の
で
、
策
を
随
時

見
直
す
柔
軟
さ
が
必
要
で
あ
る
。「
失
敗
を
恐
れ
る
な
」
と
言
わ
れ
て
も
、
失
敗
し
た
く
な
い
人
も
多
い
の
で
、「
ベ
タ
ー
を

目
指
そ
う
」
の
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
の
政
策
文
書
で
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
」
と
い
う
用
語
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

る
の
も
同
根
の
よ
う
に
思
う
。

　

日
本
の
A
I
法
は
、
ま
ず
計
画
や
指
針
を
作
り
、
事
業
者
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
新
た
な
技
術
も
採
り
入
れ
、
情
報
収
集

し
な
が
ら
計
画
等
を
随
時
見
直
す
「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
を
指
向
し
た
。
近
年
、
規
制
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
、
固
定
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
審
議
会
で
は
な
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
作
成
・
更
新
し
、
参
照
す

る
手
法
も
見
ら
れ
る
。
変
化
が
激
し
い
事
象
に
対
応
し
た
政
策
手
法
を
編
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
産
学
官
の
協
力

　

デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、
基
礎
研
究
と
製
品
開
発
・
商
用
化
が
同
時
並
行
的
に
進
む
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
基
礎
研
究
を
担
う
大

学
・
国
立
研
究
開
発
法
人
等
と
、
製
品
開
発
・
商
用
化
を
担
う
企
業
の
密
接
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
場
合
、
大
学
の
研
究
費
の
う
ち
企
業
負
担
の
割
合
は
、
微
増
で
は
あ
る
も
の
の
欧
米
諸
国
よ
り
低
く
、
大
学
と
企

業
の
間
の
人
材
流
動
性
も
低
い
と
見
ら
れ
る
。
大
学
の
公
共
性
と
企
業
の
営
利
追
求
は
相
容
れ
な
い
面
が
あ
る
が
、
近
年
の

企
業
は
公
共
的
な
課
題
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
か
つ
、
大
学
も
理
論
だ
け
で
な
く
実
践
を
担
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
大

学
に
企
業
が
ラ
ボ
を
設
置
す
る
（
産
in
学
）、
あ
る
い
は
、
企
業
に
大
学
が
ラ
ボ
を
設
置
す
る
（
学
in
産
）
な
ど
、
産
学
官

連
携
を
質
・
量
と
も
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
お
け
る
留
意
点

2
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今後のデジタル政策における留意点

（
3
）
学
際
的
な
連
携

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
技
術
×
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
す
る
と
、「
技
術
」
に
は
複
数
分
野
の
知
見
の
融
合
に
よ
る
も
の
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
り
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
危
険
も
伴
う
た
め
、
広
い
分
野

で
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
間
や
世
代
間
等
の
情
報
格
差
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
多
様
な
分
野
の
専
門
家
等
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
は
法
規
制
等
が
先
導
す
る
場
合
が
あ
り
、
技
術
者
と
政
策
担
当
者

の
連
携
も
必
要
と
な
る
。
技
術
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
、
単
独
で
持
つ
か
他
者
・
他
国
と
連
携
す
る
か
と
い
う
難
題
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
策
の
検
討
に
は
広
範
な
分
野
の
有
識
者
が
集
ま
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
、
学
部
・
学
科
間
の
壁
を
感
じ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
多
く
の
分
野
に
お
い
て
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ッ

プ
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
と
も
に
、
専
門
分
野
と
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
双
方
を
修
得
す
る
人
材
の
育
成
に
政
府
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
4
）
多
様
な
分
野
の
競
争
力
の
維
持

　

日
本
は
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
「
選
択
と
集
中
」
に
失
敗
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
一
方
で
、
製
造
業
や
医
療
等

の
多
様
な
分
野
で
競
争
力
を
維
持
し
て
き
た
。
今
は
、
こ
の
多
様
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
、
競
争
力
を
落
と
さ

な
い
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ガ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
や
メ
ガ
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
は
ユ
ー
ザ
ー
な
し
に
は
存
立
せ

ず
、
多
様
か
つ
良
質
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
日
本
の
企
業
・
大
学
等
と
の
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
が
可
能
だ
と
私
は
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ブ
3.0
の
新
た
な
市
場
創
造
の
可
能

性
も
あ
る
。
共
通
基
盤
的
・
最
大
公
約
数
的
な
政
策
に
加
え
、
斬
新
で
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
政

策
な
ど
、
政
策
に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
と
ル
ー
ル
形
成
の
協
調

　

技
術
革
新
は
ル
ー
ル
に
影
響
を
与
え
、
ル
ー
ル
は
技
術
革
新
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
と
ル
ー
ル

形
成
は
一
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
と
ル
ー
ル
形
成
は
「
ア
ク
セ
ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
に
例

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
私
は
A
I
政
策
に
お
い
て
は
「
ク
ル
マ
」
と
「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」
と
説
明
し
て
い
た
。
ア
ク
セ

ル
と
ブ
レ
ー
キ
は
同
時
に
踏
め
な
い
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
れ
ば
ク
ル
マ
は
安
心
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
と
ク
ル
マ
は
両
立
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
と
リ
ス
ク
対
応
を
同
時
に
行
う
こ
と
を
主
張
し
た
か
っ
た
。

　

国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
の
場
面
等
も
通
じ
て
「
信
頼
さ
れ
る
国
」
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
余
談
だ
が
、
私
は
国

際
会
議
で
お
と
な
し
く
し
て
い
た
ら
、
紳
士
的
で
思
慮
深
く
見
え
た
の
か
、
最
後
に
発
言
を
振
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
後

に
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
な
結
論
や
留
意
点
を
言
え
る
よ
う
な
存
在
、「
日
本
が
言
う
な
ら
聴
こ
う
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

存
在
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
国
際
交
渉
を
担
う
政
府
の
担
当
者
は
少
な
く
、
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
る
。
国
際
交
渉
を

継
続
的
に
担
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
を
、
政
府
内
に
限
ら
ず
、
大
学
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
に
お
い
て
も
増
や
し
、
必
要
な
処

遇
を
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
が
世
界
に
貢
献
す
る
た
め
に
も
、
そ
し
て
、
安
全
保
障
や
デ
ジ
タ
ル
赤
字
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
日
本

の
産
業
競
争
力
強
化
が
不
可
欠
だ
が
、
単
純
な
競
争
や
成
長
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
課
題
の
解
決
や
世
界
全
体
の
幸
福
も
考
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今後のデジタル政策における留意点

え
る
必
要
が
あ
る
。

（
6
）
戦
略
・
政
策
の
公
表
／
非
公
表
の
使
い
分
け

　

企
業
の
戦
略
や
政
府
の
政
策
は
、
公
表
し
て
資
金
や
顧
客
・
利
用
者
を
集
め
た
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
競
争
、
買
収
リ
ス
ク
、

安
全
保
障
等
の
観
点
か
ら
非
公
表
に
し
た
い
場
合
も
あ
る
。

　

立
案
段
階
で
多
く
の
人
の
意
見
を
聴
き
た
い
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
秘
密
保
持
が
難
し
く
な
る
と
い
う
論
点
も

あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
公
表
／
非
公
表
に
は
高
度
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
目
標
や
進
捗
状
況
を
非
公
表
と
す
る
場
合
に

は
、
自
己
評
価
と
な
り
、
当
事
者
の
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
。

　

G
L
O
C
O
M
の
企
画
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
で
き
る
も
の
が
多
く
、
本
来
、
政
府
が
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
、
私
は
政
策
当
事
者
と
し
て
何
度
も
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
産
業
・
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
お
い
て
、
産
学
官
連
携
、
学
際
的
連
携
は
引
き
続
き
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
て
き
た
G
L
O
C
O
M
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
今
後
の
ま
す

ま
す
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
今
回
は
G
L
O
C
O
M
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
た
が
、
私
は
人
に
何
か
を
期
待
す
る
よ
り
も
、
人
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
G
L
O
C
O
M
の
活
動
に
微
力
な
が
ら
協
力
し
た
い
。

　

最
後
に
、
誌
面
の
都
合
で
ラ
フ
な
内
容
と
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

G
L
O
C
O
M
へ
の
感
謝
と
期
待

3
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